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図１

学校名  執筆者名 

研究タイトル 

① 育てるべき資質や能力・・・自分で設定した未来を担う子どもたちを育てるべき資質や能力について， 

その必要性を踏まえて記述する。（1 ページ程度） 

主に育成すべき資質/能力のキーワード 

図１「自己調整の３要素」 
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図２ 表１

表 1「回答の理由（2023 年 7 月）」 

② 子どもたちの現状・・・子どもたちの置かれている環境や状況，学習レベルなどを客観的に把握することによって収

集した情報に基づき，子どもたちの現状について記述する。（1～2 ページ程度） 

 

図２「自己調整の成長について（2023 年 7月）」 
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図３

＜2023 年 4 月＞ 

＜2023 年７月＞ 

   

図３「理科の授業における認識の変化」 
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図４

 

図５

表２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 教育支援の方針・・・収集した現在の情報に加え，過去の実践経験や知見（失敗）なども踏まえ，教育支援

の方針を記述する（2～3 ページ程度） 

 

図５「授業における学習方略」 

図４「自己調整の３要素」 
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図７「ワークシート」 

表２「家庭学習や自主学習における学習方略」 

 

 

図６

図７

図６「ＡＡＲ学習」 
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図８

表３

表３「事後アンケート 理由（2023 年 7月）」 

 

 

図８「事後アンケート（2023 年 7月）」 
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表４

表４「今後の授業について（2023 年 7月）」 

 

図９

④ 実行計画と準備状況・・・教育支援の方針をもとに，「自分がいつ，何をどのように行うのか」具体的な実践や

行動に落とし込み，来年度以降の実行計画と準備状況を明確に記述する。（3～4 ページ程度） 

具体的な工夫のキーワード 
生徒の願いをもとにした授業改善，学習方略の明確化，共有化された単元計

画， 自覚的で随意的な AAR 学習 

表１ 表３

図９「研究の年間スケジュール」 
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表５

表５「【生物の体とはたらき】における授業での探究の過程を想定した学習方略（案）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表６
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表６「単元計画の一部（案）」 

 

 表６の
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